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は じ め に 
  





講演は、2015 年 10 月 5 日に早稲田大学文学部社会学コース嶋﨑ゼミ「“生きている炭鉱
ヤ マ
”

































員による事前インタビュー記録（2013 年実施）から一部補足されています。  
・ 本編の編集は、笠原良太（早稲田大学大学院文学研究科）が担当しました。  







お話：住谷  正治氏（元庶路炭砿労働組合保安部長、元白糠町収入役） 
1938 年、中標津町上武佐生まれ  
講演日： 2015（平成 27）年 10 月５日 
 
１ . 炭鉱マンになるまで―激動の 10 代― 
はじめに 
住谷：改めまして、おはようございます。自己紹介をさせていただきます。福山雅治（フ
クヤマ  マサハル）、いや、住谷正治（スミヤ  ショウジ）といいます。年齢は、パチン
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1964（昭和 39）年１月 31 日に閉山せざるを得なくなりました（26 歳）。  
石炭政策転換闘争デモ、国会議事堂を背景に  











































































































採用になりました。1964（昭和 39）年７月１日付で採用になりました（ 26 歳）。それ





































































































480 人の青年たちが１万トン級の船に乗りました。道内に 14 支庁ありましたから、14
の分団があり、14 人の分団長がおりました。そのうちの釧路分団の分団長に僕がなり






























































































































































人は信念と共に若く  疑惑と共に老いる、  
人は自信と共に若く  恐怖と共に老いる、  
希望ある限り若く   失望と共に老い朽ちる  
                     （邦訳 岡田 義夫）  
新婚旅行、妻信子さんと  











―  拍  手  ―  
講演の様子  



























































































































































































































も「閉山やむなし」としたことから「完全雇用」のみへ方針転換、同年 1 月 31 日に閉山し
た。開坑からの年間最大出炭量は 63 年の 35.2 万トンであった。  
 「明治庶路炭鉱史」では、庶路炭砿の閉山の理由（「明鉱本社が第一次答申案で庶路鉱
を閉山に組み込んだ理由」）として、次の５点を挙げている。  
① 慢性的な赤字から脱却できなかったこと  
② 将来のドル箱として意欲的な設備投資を行った結果が出てこなかったこと  
③ 1957（昭和32）年発生した第二卸大出水事故により大きな影響を受けたこと  
④ 労使関係が正常でなかったこと  
⑤ 最大の理由は断層が多かったこと  
                                                   







 なお本岐炭砿は 1961（昭和 36）年、庶路砿業所から分離され本岐開発事務所となった
（64 年から本岐砿業所）。62 年からは水力採炭が行われ、高効率炭鉱として評価されてい
た。庶路炭砿の閉山後も５カ年の期限付きで操業､69 年に閉山している。  
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と大きな減少はなかった。1969 年５月の本岐炭砿閉山後も 20,424 人であったが、1970 年
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 住谷正治氏との出会いは編者の 1 人である石川が、2012 年に釧路市こども遊学館で開催
された講座「おひさまゼミナール Let’s 地図学」に講師として招かれ、同じく招かれていた
白木紘一氏（白木測量社／本岐炭砿出身）から紹介を得たのがきっかけである。釧路市立
博物館では「現場で学ぶ石炭基礎講座」を 2007 年から開催しており、2012 年は庶路・本
岐両炭砿をテーマとしていたことから、住谷・白木両氏に講話などをいただいた。  
 住谷氏にはその後もたびたびその鉄工場・炭鉱・町役場などでのご経験を伺い、石川が

































―元庶路炭砿労組保安部長  住谷正治氏による講演の記録― 
 
（JAFCOF 釧路研究会リサーチ・ペーパーvol.8）  
◆  
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